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4 月 14 日，16 日に震度 7 の揺れを相次いで観測した一連の熊本地震におい
て，亡くなられた方に謹んでお悔やみを申し上げますとともに，被災された
方々に心よりお見舞い申し上げます．被災された地域の方々の一刻も早い復興
を心よりお祈り申し上げます．
ちょうど東日本大震災が発生して 5年経過した直後に，衝撃的に起こったこ

の震災において，初期に避難者の方々に静脈血栓症が発症した．日本循環器学
会をはじめとして多くの学会から啓発を促進するチラシやメッセージが出さ
れ，弾性ストッキングの配布，さらには九州の各大学，病院からの医師や技師
の派遣による下肢静脈エコーの検診などにより早期に予防できたことは，悲報
の多いなかでもわずかな明るい光であった．震災は起こらないほうがよいが，
そのなかで二次災害への対処を学び次に生かしてゆくことの重要さが再認識さ
れた．
阪神淡路，東日本，熊本などこれまでの震災は，それぞれ異なったパターン

で被害が発生している．火災であったり，津波であったり，土砂災害であった
り．このことを考えると，震災の発生に対して各地各場所で，しっかりと対応
の計画を立てておくことが重要で，「想定外」の事態というのは言いわけには
ならないということである．
循環器内科とは，患者さんの病態を把握して，その後に生じる不利益をいか

に予防することができるかを考える医学であることから，危機管理が最も重要
である．今回は，心筋症が特集のテーマとして選ばれている．心筋症の原因は
不明なものが多く，まだまだ今後の診断精度を向上させなければならない疾患
である．原因がわかるものは，次に治療法の開発へとつなげるべきである．心
筋症に対応するには，危機管理意識をもって病因解明にあたる必要があるだろ
う．この特集が，そのような熱意を持つ先生方の一助となれば幸いである．

(平山篤志)
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